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平
成
17
年
10
月
１
日
に
三
珠
町
、
市

川
大
門
町
、
六
郷
町
が
合
併
し
て
誕
生

し
た
市
川
三
郷
町
。
平
成
22
年
10
月
１

日
で
合
併
５
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ

れ
を
記
念
し
て
10
月
２
日
、
歌
舞
伎
文

化
公
園
ふ
る
さ
と
会
館
で
町
制
施
行
五

周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
来
賓
や

町
民
な
ど
約
３
０
０
人
が
出
席
。
合
併

後
の
５
年
間
を
振
り
返
り
、
ま
た
更
な

る
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
管
内
中
学
校
４
名
の
生
徒

会
長
が
町
民
憲
章
を
読
み
上
げ
、
地
域

振
興
、
保
育
振
興
、
行
政
推
進
に
多
大

な
貢
献
を
し
て
き
た
村
松
山
妙
学
寺
26

世
住
職
・
古
屋
智
妙
氏
が
市
川
三
郷
町

の
初
め
て
の
名
誉
町
民
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
出
席
者
全
員
で
万
歳
三
唱
を

唱
え
、
市
川
三
郷
町
の
飛
躍
を
誓
い
合

い
ま
し
た
。

　

ま
た
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

全
国
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
関
東
支
部
大
会

で
金
賞
に
輝
い
た
市
川
高
校
音
楽
部

が
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
合
唱
を
披
露
し

ま
し
た
。
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平成 23 年
成人式典参加申込書

※�成人式参加申込みは、成人者の自覚と責任の上に、
自らお申込み下さい。

※�申込みは、この申込用紙をご持参いただくか、ま
たは町ホームページから行って下さい。

【対象者】

　平成２年４月２日〜平成３年４月１日生まれ
　町内在住または町内の小中学校を卒業した方

【申込期限】平成 22 年 12 月 10 日（金）まで
【問い合わせ及び申し込み先】

　町教育委員会生涯学習課☎ 055-272-6094
　三珠支所生涯学習担当☎ 055-240-4153
　六郷支所生涯学習担当☎ 0556-32-2111

（裏面に必要事項を記入して下さい）

 平成 23 年成人式典

　【日程】平成 23 年１月９日（日）

　【受付】正午

　【開式】昼 12 時 30 分

  三珠歌舞伎文化公園ふるさと会館

町
制
施
行
五
周
年
記
念
式
典

５
年
間
の
歩
み
を
振
り
返
り
新
た
な
一
歩
へ

新
町
初
の
名
誉
町
民
に
古
屋
智
妙
氏

▲保育環境の整備、街路灯の建設、
寄付行為など町への貢献がたたえ
られ名誉町民章が授与された古屋
智妙氏

▲出席者全員の万歳三唱で式典は締め
くくられた

▲全国的にもトップクラスの実力。市川
高校音楽部の合唱

▲町民憲章を朗読する各中学校の生徒
会長。写真右から丹沢一貴くん（三珠中）、
大久保一輝くん（市川南中）村松友裕く
ん（市川中）、上田芽生さん（六郷中）
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■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■
中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

■
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■
市
川
三
郷
町
教
育
委
員
長
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
放
送
賞

■
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■
中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

■
山
梨
県
教
育
委
員
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■
市
川
三
郷
町
教
育
委
員
長
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
放
送
賞

■
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

鈴木　逸太
（御坂西小６年）

権守　遥
（市川中１年）

菅野紗里奈
（一宮中２年）

藤森　麻理
（甲府商業高校）

斉藤　由美
（笛吹市）

伴　素子
（千葉県）

鈴木　麻優
（御坂西小３年）

角田　未来
（御坂西小２年）

鈴木　優菜
（葵保育所）

塩澤　静枝
（甲府市）

渡辺　好恵
（甲府市）

納富　瑶子
（甲府市）

河野　弘佑
（山梨学院附属小５年）

高野　大海
（御坂西小４年）

白須　咲花
（御坂西小１年）

河内　華苗
（上野原市）

風間　柚里
（駿台甲府高校）

中込　佳那
（山梨英和高校）

　

今
年
も
第
17
回
大
門
碑
林

全
国
書
道
展
の
入
賞
作
が
出
揃

い
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
全
国

か
ら
４
、３
６
６
点
も
の
作
品

が
寄
せ
ら
れ
、
第
１
部（
幼
児

～
中
学
生
）
で
は
河
野
未
菜
希

さ
ん
、
第
２
部（
高
校
生
以
上
）

で
は
阿
部
恵
美
子
さ
ん
が
、
み

ご
と
大
会
大
賞
の
栄
誉
に
輝
き

ま
し
た
。
大
会
大
賞
の
作
品
は

大
門
碑
林
公
園
内
に
刻
碑
さ

れ
、
永
久
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
全
作
品
が
11
月
21
日
㈰

ま
で
碑
林
公
園
隣
の
源
氏
の
館

で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
６
０
９
４

■
大
会
大
賞

（第２部） （第１部）

阿部恵美子
（甲府市）

河野未菜希
（山梨英和中３年）

第17回
大門碑林全国書道展
入選作品

（敬称略）
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市
川
三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー
と
見
に
行
く
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挙
開
票
所
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衆
議
院
議
員
選
挙
、
県
知
事
選
挙
、
町
議
会
議
員
選
挙
、
町
長
選
挙
…

な
ど
な
ど
、
選
挙
は
本
町
で
も
１
年
に
数
回
の
割
合
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
な
ど
で
確
認
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
逐
一
報
告
さ

れ
る
開
票
状
況
。
町
内
だ
け
で
も
１
万
を
超
え
る
投
票
用
紙
を
ど
の
よ

う
な
仕
組
み
で
開
票
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
９
月
26
日
投
開
票
さ

れ
た
町
議
選
の
開
票
の
流
れ
を
市
川
三
郷
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
案
内
し
ま
す

投
票
箱
が
集
ま
る
前
の
開
票
所
の

様
子
。
万
が
一
に
も
間
違
い
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
選

挙
管
理
委
員
が
会
場
の
入
念
な

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
い
る
よ
。
左
上

に
待
機
し
て
い
る
の
は
警
察
官
。

選
挙
は
町
や
国
に
と
っ
て
大
事
な

一
大
事
業
。
不
正
や
事
件
が
な
い

よ
う
常
に
目
を
光
ら
せ
て
い
る
ん

だ
よ

投
票
箱
が
到
着

開　

票

点　

検

100
票
で
束
に
す
る

立
会
人
、
選
挙
長
が
承
認

疑問票を審査

票
の
枚
数
を
計
算

得
票
数
の
確
定

最
初
に
得
票
数
が
確
定
す
る
ま

で
の
流
れ
を
、
確
認
し
て
お
こ
う

開
票
時
刻
に
な
っ
た
ら
投
票

箱
が
一
斉
に
開
け
ら
れ
、
候

補
者
ご
と
に
分
類

正
確
に
分
類
さ
れ
て
い
る
か
、

１
枚
ず
つ
確
認

候
補
者
ご
と
100
枚
の
束
に
し

て
い
く

候
補
者
ご
と
に
得
票
数
を
計
算

100
票
の
束
の
ま
ま
、
も
う
一
度
間

違
い
が
な
い
か
確
認
し
承
認
す
る

無効、疑問と思われる票を審査

午
後
９
時
、
※

選
挙
長

の
宣
言
に
よ
っ
て
い

よ
い
よ
開
票
作
業
の

始
ま
り
だ
。
選
挙
長

は
当
選
者
を
決
定
す

る
選
挙
会
の
代
表
で
、

開
票
事
務
の
総
括
を

行
う
ん
だ

※選挙長…今回は町議選のため、
町に選挙会が置かれ選挙長が立
ち会いましたが、国政選挙や県政
選挙の時は、選挙長の代わりに開
票管理者が選任され開票事務を
取り仕切ります。

票
が
確
定
す
る

ま
で
に
は
、
い

く
つ
も
の
確
認

作
業
が
あ
る
ん

だ
ね

投
票
箱
が
す
で
に

３
つ
あ
る
け
ど
、

こ
れ
は
期
日
前
投

票
の
投
票
箱
。
三

珠
、
本
庁
舎
、
六

郷
の
３
カ
所
の
も

の
だ
ね

投
票
時
間
の
午
後
８
時
を
過
ぎ

て
、
続
々
と
投
票
箱
が
集
ま
っ

て
き
た
よ
。
こ
の
頃
か
ら
開
票

所
は
緊
張
に
包
ま
れ
る
ん
だ
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確
認
さ
れ
た
票
は
機
械
で
数
え
ら

れ
、
100
枚
ず
つ
の
束
に
な
る
。
こ
こ

か
ら
票
は
100
枚
の
束
に
な
っ
て
移

動
す
る
よ
。
中
間
報
告
が
き
り
の

い
い
数
字
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
は

こ
の
た
め
な
ん
だ

投
票
箱
が
一
斉
に
開
錠

さ
れ
、
開
被
台
に
票
が

取
り
出
さ
れ
た
よ
。
こ

の
あ
と
、
箱
の
中
に
用
紙
が
残
っ

て
い
な
い
か
立
会
人
が
チ
ェ
ッ
ク

を
す
る
ん
だ

取
り
出
さ
れ
た
票
は
、
何
人
も
の

人
の
手
に
よ
っ
て
、
上
下
、
表
裏

を
揃
え
る
ん
だ

揃
え
ら
れ
た
票
は
こ
の

機
械
に
通
す
ん
だ
。
こ

れ
こ
そ
今
回
導
入
さ
れ

た
新
兵
器
「
自
動
読
取
機
」。
な

ん
と
一
秒
間
に
11
枚
も
の
速
さ
で
、

票
に
書
か
れ
て
い
る
候
補
者
名
を

読
み
取
り
分
類
し
て
く
れ
る
。
前

回
ま
で
は
全
て
の
票
を
人
の
手
で

分
け
た
ん
だ
か
ら
、
大
変
だ
っ
た

ろ
う
な

読
み
取
れ
な
か
っ
た
票
や
、
何

も
書
い
て
い
な
い
票
は
疑
問
票

と
し
て
審
査
係
に
回
さ
れ
る

よ
。
審
査
係
は
法
で
定
め
ら
れ

た
決
ま
り
や
、
過
去
の
判
例
や

実
例
を
参
考
に
有
効
か
無
効
か

を
決
定
す
る
ん
だ
。
大
事
な
一

票
だ
か
ら
審
査
は
真
剣
だ
ぞ

分
類
さ
れ
た
有
効
票
は
、
も
う
一

度
、
人
の
目
に
よ
っ
て
間
違
い
が

な
い
か
確
認
さ
れ
る
ん
だ
。

選
挙
立
会
人
が
、
正
し
く
票

が
分
類
さ
れ
て
い
る
か
も
う

一
度
確
認
し
て
い
る
よ

選
挙
長
が
100
票
の
束
に
承
認
印
を
押

し
た
ぞ
。
こ
れ
で
こ
の
100
票
は
間
違

い
な
い
っ
て
こ
と
で
い
い
の
か
な

計
算
係
ま
で
票
が
回
っ
て
き

た
。
こ
こ
で
候
補
者
ご
と
の

得
票
数
を
計
算
す
る
ん
だ
な
。

今
回
の
選
挙
で
は
※

按
分
票
は

な
か
っ
た
け
ど
、
按
分
の
計
算

も
こ
こ
で
す
る
ん
だ
ぞ

※按分票…苗字などしか記載がなく、同じ苗字で複数の候補者に該当しそうな場合、その候補
者の有効票の比率にしたがい配分される。得票数に小数点以下がある場合は按分票によるもの。

※
今
回
の
町
議
選
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
同
日
配
布
さ
れ
る
「
い
ち
か
わ
み
さ
と
議
会
だ
よ
り
第
22
号
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

百
票
未
満
の
票
の
確
認
も
終
わ
り
、

選
挙
長
か
ら
確
定
の
報
告
が
出
た

よ
。
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。
今

回
の
開
票
で
は
投
票
率
78
・
89
％
、

有
効
票
１
万
１
，
５
３
５
票
、
無
効

票
89
票
で
し
た



誕
生

氏　

名

届
出
人

地　

域

元
気
に
育
っ
て
ね

※
本
人
・
ご
家
族
の
申
し
出
が
あ
っ
た
も
の
の
み
掲
載

お
く
や
み

お
め
で
た

９月届出分
（敬称略）

結
婚
す
ば
ら
し
い

　
　
　

ご
家
庭
を

両

人

の

氏

名

た
い
が

り
ょ
う
が

り  

く  

や

は
る
ひ

も
も
あ

り　

さ

き
ら
とそ

う

む
つ
きお

う
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た
い
が

り
ょ
う
が

り  

く  

や

は
る
ひ

も
も
あ

り　

さ

き
ら
とそ

う

む
つ
きお

う

い
つ
で
も
、

だ
れ
で
も
、

い
つ
ま
で
も
、

気
楽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
た
め
に
…

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

　

総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は
、
地
域
に
住

ん
で
い
る
皆
さ
ん
が
主
体
と
な
っ
て
運
営
す
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
こ
と
で
す
。
自
分
の
好
き

な
ス
ポ
ー
ツ
を
自
由
に
選
び
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
、
初
心
者
か
ら
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
競
技
者

ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
齢
・
興
味
・
関
心
・
技

術
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
活
動
が
で
き
る
こ
と
で
、
健
康
的
で
活

気
に
満
ち
た
地
域
に
つ
な
が
り
、
親
子
や
世
代

間
の
交
流
が
深
ま
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

町
内
体
育
関
係
者
に
よ
る
ク
ラ
ブ
設
立
準
備

委
員
会
で
は
、
そ
ん
な
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
設
立
を
構
想
中
で
す
。
今
年
度
末
に
メ
ン

バ
ー
募
集
を
か
け
る
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
も
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
を
お

向
け
下
さ
い
。

市川三郷スポーツクラブの概要（案）

【活動種目】卓球、ウォーキング、バドミントン、ソフトバレーボール、
グラウンドゴルフ、吹き矢、遊びスポーツ体験教室　など

【拠点施設】町内の体育館、グラウンド
【年会費】中学生以下 1,500 円　一般 3,000 円　60歳以上 2,000 円
　※種目別に別途参加費が必要
　※会費は施設使用料、保険料、事務費に当てる）

総合型
スポーツ
クラブ

女子バレーボール、男子バスケットボー
ル、クレー射撃、弓道男子の部で優勝

第 63 回山梨県体育祭り

　

小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
た
第
63
回
山
梨
県
体
育
祭

り
。
本
町
か
ら
は
17
競
技
、
22
種
目
、

２
５
２
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
見
事
熱

戦
を
制
し
た
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
ク
レ
ー
射
撃
、
男
子
弓
道
、
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
４
種
目
で
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

総
合
順
位
で
は
町
村
の
部
、
男
子
３

位
、
女
子
４
位
で
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

▶
３
連
覇
で
優
勝
し
た
ク
レ
ー

射
撃
の
メ
ン
バ
ー

◀
２
連
覇
で
優
勝
の
弓
道
部
の

メ
ン
バ
ー

問市川三郷スポーツクラブ設立準備委員会
（町教育委員会生涯学習課内）☎055-272-6094
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死
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域

 

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

※
地
域
名
は
亡
く
な
っ
た
方
の
最
終
住
所
地
で
す
。
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た
い
が

り
ょ
う
が

り  

く  

や

は
る
ひ

も
も
あ

り　

さ

き
ら
とそ

う

む
つ
きお

う

子
ど
も
と
の
会
話
の
中
で

　

私
は
こ
の
４
月
に
委
嘱
を
受
け
た

ば
か
り
の
一
年
生
委
員
で
す
。一
方
、

２
人
の
子
を
持
つ
父
親
で
あ
り
、
家

庭
に
お
い
て
子
育
て
・
家
事
に
携
わ

る
ひ
と
り
で
も
あ
り
ま
す
。

　

先
日
、
社
会
科
の
授
業
で
男
女
共

同
参
画
社
会
に
つ
い
て
学
ぶ
と
の
こ

と
で
、
中
学
生
の
息
子
と
こ
ん
な
話

を
し
ま
し
た
。

子
ど
も
「
男
女
共
同
参
画
社
会
っ
て

何
？
」

私
「
わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
家
庭
・

職
場
・
学
校
・
地
域
な
ど
あ
ら
ゆ
る

場
で
『
男
だ
か
ら
』『
女
だ
か
ら
』

と
い
う
こ
と
で
差
別
さ
れ
た
り
、
固

定
的
な
役
割
を
強
制
さ
れ
ず
に
、
多

様
な
選
択
を
認
め
合
っ
て
、
性
別
に

関
わ
り
な
く
個
性
や
能
力
が
充
分
に

発
揮
で
き
て
、
喜
び
も
分
か
ち
あ
え

る
。
そ
ん
な
社
会
の
こ
と
だ
よ
。」

子
ど
も
「
今
は
そ
ん
な
社
会
に
な
っ

て
い
る
の
か
な
？
」

私
「
ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て
い
る
と
は

言
え
な
い
ね
。
長
い
歴
史
の
な
か
で

性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
や
古
い

慣
習
が
残
っ
て
い
て
、
例
え
ば
『
夫

は
外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
』

と
い
っ
た
固
定
観
念
が
あ
り
、
家
事

や
育
児
に
お
け
る
女
性
の
負
担
は
依

然
と
し
て
大
き
い
ね
。」

子
ど
も
「
女
性
が
活
躍
で
き
て
い
な

い
世
の
中
っ
て
こ
と
？
」

私
「
そ
う
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
ね
。

昔
と
違
っ
て
共
働
き
世
帯
は
増
え
た

け
ど
、
例
え
ば
国
会
議
員
や
企
業
の

女
性
管
理
職
の
割
合
は
一
割
程
度

で
、
先
進
国
の
中
で
も
低
い
方
な
ん

だ
。
女
性
の
活
躍
す
る
場
面
が
多
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
そ
の
潜
在
的
な

能
力
が
発
揮
さ
れ
る
可
能
性
が
大
き

く
な
る
。
こ
れ
は
社
会
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
だ
よ
ね
。」

子
ど
も
「
そ
ん
な
こ
と
言
っ
て
る
お

父
さ
ん
は
、
家
で
男
女
共
同
参
画
し

て
た
っ
け
？
」

父
「
痛
い
と
こ
ろ
を
突
か
れ
た
ね
。

思
っ
て
は
い
る
け
ど
仕
事
優
先
で

…
っ
て
い
う
父
さ
ん
の
よ
う
な
男
性

が
世
の
中
に
は
多
い
と
思
う
よ
。
そ

こ
で
提
唱
さ
れ
て
い
る
の
が
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と

生
活
の
調
和
）
と
い
う
考
え
方
な
ん

だ
。
仕
事
と
仕
事
以
外
の
生
活
を
バ

ラ
ン
ス
良
く
送
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
。
こ
れ
に
は
企
業
側
の
理
解
も
必

要
だ
け
ど
、
個
人
の
意
識
改
革
も
重

要
だ
ね
。」

子
ど
も
「
中
学
生
の
僕
に
も
男
女
共

同
参
画
で
き
る
か
な
？
」

私
「
も
ち
ろ
ん
で
き
る
さ
。
ま
ず
は

相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
大
切
に

す
る
こ
と
、
互
い
に
尊
重
し
合
え
る

心
を
育
て
る
こ
と
、『
男
だ
か
ら
…
』

と
か
『
女
だ
か
ら
…
』
と
言
わ
な
い

こ
と
か
な
。
そ
し
て
、
家
事
を
手
伝

う
の
も
母
さ
ん
が
喜
ぶ
よ
。
頑
張
っ

て
ね
。」

　

ま
だ
ま
だ
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
は
課
題
の
多
い
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
町
民
の
輝
く
笑
顔

を
め
ざ
し
て
、
努
力
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

  

市
川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

村
松　

宏
記
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